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A告辞する時津学長（左上） ． ステージの模様（中央） ． 新入生の様子（富山市芸術文化ホール）
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平成12年度富山大学入学式を盛大に挙行
一学部学生1,580人， 大学院生326人， 計1,906人の入学を許可一
平成 12年度富山 大学入学式が， 去 る 4 月 10 日 （ 月 ） 午
前 10時 30分 から 富山 市芸術文化 ホ ー ル に おいて挙 行され
ま し た。
式 に先 立ち． 富 山 大 学 合唱 団 により ， 「 富山 大学歌」
と「Alma Redemptoris Mater」 の 合唱 が あり ， 式 場 を
厳粛 な雰囲気 にさせ ま し た。
式は ， 関係部局長が列席 す る 中 ， 初め に時 津 学 長 が ，
学部学 生 1, 51 3人， 3 年次 編入学生67人， 大学院 （修士 ・
博士前期課程 ） 生 304人， 大 学院 （ 博 士 後 期課 程 ） 生 2 2
人． 計 1, 906人 （ 外 国人 留学生55人 を含む。 ） に 入学許可
を宣言 し ， 「各自 が課題 を 設定 ・ 追求 し， 能動的 に取り
組むことで個 性 に輝 く 学 び の 成果 が得られ る。各 自 の 生
き 方 について思索 し ， 精神 の自 立 を 図ってほ しい。 初心
を忘れ ること な く ， 勉 学 に精励 し， 人生の有意義 な時 を
過ごされ たい」旨 告辞 し ま し た。
これ に対 し ， 人文学部人文学科森川 卓君 が新 入 生 を
代表 して「 入学生 一 同は ， 在 学 中 ， 学則 を守り ， 自己 の
研績 に努め ， さ ら な る未 来へ の展望 を 広 げ るとと も に．
より 一層 の学識 を深め るよう努力 し ま す。」 と宣誓 し ，
無事 に 式 を終了 し ま し た。
ま た ， 式終了 後 ， 富山 大学フィノレ ハ ーモニ ー管弦 楽 団
入学式における学長告辞（全文）
本 日 ， ここ に 平成 12年 度 富山 大学入学式 を挙 行い た し
ま すことは ， 本 学 にとって誠 に 喜ば しいことで あり ま す。
留 学 生 55名 を含む 総数 1 906名 に およぶ 入 学 生 の諸君，
ご家族 の方々 に心 から おめでとうと お祝い 申 し上 げ ま す。
富山 大学は 人 文学部， 教育 学 部 ， 経 済 学 部 ， 理 学 部 ，
工 学部 の 五つ の 学 部 から なり， 人文 ・ 社 会 系と 自然 科学
系 を有 す る 総 合 大学で す。 ま た ， 人文科学， 教 育 学 ， 経
済学の大学院各 研究 科修士課程， 理 学と工 学 を融 合 し た
が「威風堂々」 （ エ ルガ一 作曲 ） 及 び「 ラデッキィ一 行
進曲」 （ヨ ハン ・ シ ュト ラウ ス 作曲 ） を演奏 し ， 続いて ，
富山 大学ギ タ ー ・ マンド リ ン ク ラブ が「Let it be」 及 び
「My way」 を演奏 し ， 新入生 を 和 ませ ま し た。そ の 後 ，
学部学生 に対 しては． 教養教育 及 び学生部 ・ 保 健管理セ
ン タ ー の オ リ エン テ ーシ ョン が実施され ま し た。
な お， 式場周辺 には ， 各サ ー ク ル の学生が多 く 集 まり ，
やや強い風 が舞う 中 ， 新入生 に加 入 を勧めてい ま し た。
企 宣誓する人文学部の森川 車君
大学院理工 学研究 科博士課程が設置されてい ま す。
只今 ， 入学許可 を し ま し た， 学部学生は 1, 513名， 3 年
次編入学生は 67名 ， 大学院 修土 課程・ 博士前期課程は 30
4名 ， 大学院 博士後期課程は 22名で あり ， 総数 1, 906名 の
極めて 優秀 な新 しい仲間 を迎え ること ができ ま し たこと
は ， 私共教職員はじめ本 学 関係 者 の 大き な 喜 びと す ると
ころで あり ま す。 富山 大学キャン パ ス には． 学生 ， 教職
員 合わせて 約 10, 000名 が活動 して おり， 大学は 大き な コ
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ミ ュニ ティと して ， そ の使命 を果 た すべ く 日 夜努力 して
い ると ころで あり ま す 。
大学は ， 教 育 ・ 研 究と社 会貢献 を 三つ の機 能と して
「 学 問」 を す ると ころで あり ま す 。 学 問とは ， 「自ら 問
い かけ学ぶ こと により ， 絶えず 問題意識 を 持 ち課題 を追
求 し ， 幅 広い 知識 の 知恵 化 をは かり自ら身 につ け る こと 。
」で あり ま す 。 そ の結果 ， 優れ た 人格 の形 成を も たら し，
専 門能力 を具備 し た豊 か な 人間性と創造住 を培い ， これ
が 人 生 の継 続的 な エネ ルギ ー源と なり ， 自ら の表現力 ，
思考力 ， 創造力と して社 会貢献 につ な が ると考え ま す 。
そ の ため ， 教員は ， 諸君 に対 し絶えず 新 しい 知識 を 教授
し ， 興味 を 持たせ 能力 を引き出 す ため に ， 研 究と 教 育 を
表裏 一 体と して ， 教え る 内容は 研 究 を伴い ， 絶えず発展
的 な教 育 方 法 ・ 情熱 を もって 教授 し， 学生の付加 価値 を
高め る努力 を して おり ま す 。
富 山 大学は ， 平 成 1 1 年 3 月 ， 2 1世紀 を拓 く 地 方 に 位 置
す る 国立大学と して の 理念 を 明確 に し ， 五つ の柱 から な
る 大学 の基本理念 を決 定 し ま し た 。
一， 生命 を尊重 す る共 生 の精神
二， 社 会と共 栄す る 学術 研 究 の推進
三， 豊 か な人間性と創造 性 を培う 教育
四 ， 地 域社 会や 国際社 会へ の貢献
五， たゆ まざ る自 己啓発 ・ 自 己改革
で あり ま す 。
本学の一 人一 人 が こ の 新 た な理念 の もと に結 集 し ， そ
の目的 達成 に向 けて 日々精進 してい ると ころで あり ま す。
諸君は ， これ まで の初 等 ・ 中 等 教育等 に おいて ， 受 け
身で 知識 の 修得 を 中心と し た 勉 学 を してき まじ た が， 大
学ではさら にそれら の 知識 をベ ー スと して各自 が 勉強 の
課 題 を 設 定 ・ 追求 し ， 能動的 に取り組み自ら の思考 によっ
て個 性 に輝 く 学び の成果 が得られ る こと を 期待 してい ま
す 。 そ こで ， 難 問 に出 合っ たときは． 段階 を踏 んで色々
な情報 を積 極的 に 入手 す ると共 に ， 過去 の学習 によって
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構 築 し た自分 の知識 をベ ー スと し ， 当ては まりそう な解
決 方法 を探 し求め ま す。 こ の時 ， 大切 なのは 日頃 から色々
な こと に興味と疑 問 を 持 ち ， ねばり強い 課題の追求意欲
を も ち続 け る ことで思考 すれば， 解決 に到 達でき ると思
い ま す。
ま た ， 諸君は 勉 学と共 に 一 人 一 人 の 生き 方 について も．
時 間 を か けて自ら思索 し ， 精神 の 自 立 を 図ってい ただき
たいと思い ま す 。 私は 人 の「 幸せ」 について考えて おり
ま す が， 「 幸せJとは ， 未 来 に対 して希 望 す る「願い」
と． 自分 を超え た 大い な る存在 を発見 す る「感謝」 の 生
涯 にわ た る「 生き がし、」 の繰り返 しで あ ると思って おり
ま す 。
新入生の諸君 ， 本学には 約200名 の留学生 が 学 んでい
ま す 。 留学生の皆さ んと の 交流により． 国 際感覚 を身 に
つ けて くださし、 。 若いとき に異 文化 に触れ る ことは 得難
い 体験と なり ま す 。 課外活 動 など を 通じ ， 協調 性を育て．
体 も心 も 大い に鍛えて くださし、 。 諸君 にとって か け がえ
の ない 青春時 代 をど のよう に過ごすかが一人一 人 に 問わ
れてい ま す 。 ま た ， 大学で良い友 人， 師 にめぐり 会う こ
と が諸君 の人生 にとって 大切 な も のと なり ま す 。 本 日 こ
のよう に諸君 に 入学 の挨拶 ができ る こと も ， 長い 人 生 の
中で の一人一人の「出 会い」で あり ま す 。 こ の出 会い を
大切 に し， 初心 を忘れ る こと な く若い力 を 勉 学 に精励 し，
人生の有意義 な 青春時 代 を 過ごされ る こと を切 望 し ます。
幸い 富 山 県は ， 豊 か な 生活環境 に おいて圏 内有 数で あ
り ， 立 山 連峰 ， 日 本海 など 山と 海 に囲 まれ ， 自然 環境 に
も恵 まれて おり四季 を 通じて の興味 を膨ら ませ ， 快適で
健康 な学生生活 を おくられ る こと を付言 して 告 辞と し ま
す 。
平成12年 4 月 10 日
富 山 大学長 時 津 貢
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（法 律 ）
O 産業技術力強 化 法 （44) （ 平 成 12. 4 . 19 官 報 号 外 第
78号 ）
O 教育 公 務員特例 法 等 の 一 部 を改正す る 法律 （52 ) （ 平
成 12. 4 .  28 官報号外第85号 ）
（政 令 ）
O 産 業 技 術力強 化 法 の 施 行 期 日 を 定め る政 令 （ 2 0 5 )
（平成 12. 4 . 1 9 官報号外第78号 ）
0 産業技術力強 化法施行令 （ 206) （向 上 ）
（省 令 ）
O 産業技術力強 化 法 施 行 規則 （ 通 産 9 9 ) （ 平 成 1 2 . 4 .  
19 官報 号外第78号 ）
（規 則 ）
O 人事院 規則 9 - 8 （初 任給 ， 昇格 ， 昇給 等 の基準 ） の ー
部 を改正す る 人事院 規則 （人事院 9 - 8 - 4 1 )  （ 平 成
12. 4 . 19 官報号外第78号 ）
0 人事院 規則 9 - 13 （休 職 者 の給 与 ） の一部 を改正 す る
人事院 規則 （同 9 - 13ー 2 ) （同 上 ）
0 人事院 規則 1 1 - 4 （職員 の身分保障 ） の一部 を改正す
る 人事院 規則 （ 同 1 1 - 4 - 3 ) （向 上 ）
0 国立大学教員 等 の 研 究成果 活用 企業 の役 員等と の兼 業
（ 同 14- 18) （ 同 上 ）
0 国立大学教員 等 の株 式会社 等 の監査役と の兼 業 （同 14一
19) （ 同 上 ）
O 人事院 規則 9 - 49 （調整 手 当 ） の 一部 を改正す る 人 事
院 規則 （同 9 - 49- 15) （平成12. 4 .  28 官 報 第2860
号 ）
0 人事院 規則 9 - 55 （特 地勤 務手 当 等 ） の 一 部 を改正 す
る 人事院 規則 （同 9 -55- 5 1 )  （向 上 ）
（告 示 ）
O 教育職員免許 法施行規則 第 14条 の 2 及 び第 17条 の 2 の
規定 によ り， 修 得 し た単 位 を最低単 位数 に含め る こと
が で き る短 期大学 の専攻 科 を 定め る件 の 一 部 を改正 す
る件 （ 文部74) （平成 12. 4 . 13 官報第2849号 ）
0 日 本育英 会法施行令の規定 によ る 試験所， 研究所 文は
文教施設と して 指定 し た件 （同 75) （平成 12. 4 . 18  
官報第2852号 ）
0 日 本育英 会法施行令の規定によ る 試験所， 研 究 所 文は
文教施設と して 指定 し た件 等 の一部 を改正す る件 （同
76) （向 上 ）
0 平成 12年度学校 図 書館司 書教諭講習 実施要項 を 定め る
件 （ 同82 ) （ 平成 12. 4. 25 官報号外第82号 ）
@ ⑧ 00 




第2回将来計画委員会 （ 4 月 14 日 ）
（審議事項 ）
(1) 本学 の将来構想 ・ 特色 について
(2) そ の他
第3回将来計画委員会 （ 4 月 17 日 ）
（審議事項 ）
(1) 本学 の将来構想 ・ 特色 について
(2) そ の他
第1団事務協議会 （ 4 月 18 日 ）
（協議事項 ）
(1) 平成 1 1年度学位記授与式及 び平成 12年度 入 学 式 に
ついて
(2) 文書の管理について
(3) 省 エネ について
第1回 大学教育委員会 （ 4 月 19 日 ）
（審議事項 ）
(1) 教養 教育副 実施機 構長の選出 について
(2) 教職科目 専門 委 員 会 の設置 について
(3) 学務事務電算化専門委員 会 の 設置 について
(4) 「 多様 な学生像 に対 応 し た 教育シ ス テ ム の確 立 に
ついて」 （答 申 ） について
第1田部局長会議 （ 4 月 2 1 日 ）
（審議事項 ）
(1) 学生 の除籍 について
(2) 平成 12年度海外研究 開発 動向調査 に 係 る 研 究 者 の
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派遣候補者 の推薦 について
(3) 総 合 情報処理セ ン タ ー の 助 手 が 任 用 で き ない状況
に 対す る措 置 につ いて
第1国学生生活委員会 （ 4 月 24 日 ）
（審議事項）
(1) 学生生 活委員 会課外活動 部会 及び学生生 活委員 会
福利厚生 部 会細則 の確認並 び に 構成人 数 につ いて
(2) そ の他第1回評議会 （ 4 月 2 1 日 ）
（審議事項）
(1) 富 山 大学名 誉教授称号授与 につ いて
(2) 富 山 大学 の 基 本目標 と 課題 につ いて
第1田自己点検評価委員会 （ 4 月 21 日 ）
（審議事項）
(1) 平 成 1 1年度報 告 書 の編 集 につ いて
(2) そ の他
第1回国際交流委員会 （ 4 月 28 日 ）
（審議事項）
(1) 平成 12年度 国際交流活性化推進 事業によ る各種 事
業 の選考 について
(2) 平成 1 1年 度 国 際交 流事業基金決 算 につ いて




平成 12年度 富 山 大学 公 開 講座は ， 次 の と おり 実施す る こ と に なり ま し た 。
区 講 座 名 開設期間 開講時 間 定 員分
企業 ・ 市民 の経済活動 と 法
6 月 1 日～ 10時 間 30名6 月 29 日
デ ジ タノレ時 代 の保 育 を考え る 6 月 1 日～ 9時 間 40名
一 手仕 事 と コ ンビュ ー ター 7 月 6 日
教 6 月 3 日～
パソ コ ン 教室 （I ) Windows入門 7 月 1 日
15時 間 20名
新 しい時 代 の幕 開 け 一 新千年紀 によせて一
6 月 10 日～ 15時 間 30名7 月 8 日
教 師 の ため の 情報教育実 践講座
7 月 1 日～ 9時 間 30名
養 9 月 30 日
パソ コ ン教室 （II ） 表計算ソフトウェ ア
7 月 3 日～ 10時 間 16名7 月 7 日
シニ ア から 始め るイ ン タ ーネ ット 講座
7 月 10 日～ 10時 間 30名7 月 14 日
講 共に生 き る
8 月 9 日～ 10時 間 40名8 月 10 日
地 球環境 の危機 と 人間活動
8 月 19 日～ 8時 間 50名9 月 2 日
パソ コ ン 教室cm ） 画像 処理 とディ ス クト ッ プ ・ パプ リ シ ン グ
8 月 21 日～ 10時 間 16名
座 8 月 25 日
社 会 の寿命 とそ の再生
8 月 26 日～ 15時 間 50名9 月 3 日
放射線利用 の 明 と暗
9 月 2 日～ 9時 間 20名10月 14 日
健康 ジ ョギ ン グ ・ ラ ンニ ン グ コ ー ス
10月 2 日～ 20時 間 20名10月 27 日
コぇ 8 月 21 日～ポ ゴ ルフ （初級者 ） コ ー ス 8 月 29 日 15時 間 20名
講座つノ 親子 スキ ー 教室
1 月 27 日～ 15時 間 20組1 月 28 日
講座体験 見え ない も の を観 る 7 月 26 日～ 12時 間 40名7 月 27 日
（注 ） 各 講座は ， 県民 カ レ ッ ジ と の 連携講座 に なってい ま す 。 （ ただし 体験講座「見え ない も の を観 る」 は除 く。 ）
問い 合わせ先；生 涯 学習 教育研究セ ン タ ー ・ 総務部総務課大学 開放係 （ 内 線6956)
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⑨ 午⑤④⑨ 囚
異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 n』甘異動区分 ｜ 発令年月日 ｜ 氏 名
採 用 I 12. 4 1 I端 場 純 子
グ ｜ 高 山 恭 －
/I ｜ 喜多野 一 幸
昇 任 I 12. 4 1 I 奥 野 芳 明 ｜ 学生課課長補佐
グ ｜ 竹 下 義 美 ｜ 工学部学務係長
/I 絹 石 達 也 ｜ 人文学部 ・ 理学部経理係経理主任
北 角 政 信 ｜ 経理部主計課監査係監査主任
新 井 健 二 ｜ 教育学部学務係教務第一主任
伏 喜 俊 至 ｜ 経理部主計課総務係総務主任
議 川 一 正 ｜ 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務第一主任
笹 川 郁 夫 ｜ 東京大学附属図書館総務課長
中 島 省 吾 ｜ 大臣官房文教施設部指導課監理室専門職員
大 内 知 行 ｜ 東京農工大学学生課課長補佐









，， 吉 沢 誠 ｜ 経理部主計課総務係長
，， 牧 野 秀 際 ｜ 経理部主計課司計係長
野 尻 謙 二 ｜ 施設課機械係機械主任
池 田 真紀美 ｜ 工学部
桐 井 久美枝 ｜ 人文学部 ・ 理学部
山 田 浩 司 ｜ 経理部経理課
竹 内 由 利 ｜ 庶務部企画室














































，， 村 田 美 憲 ｜ 経済学部学生係長
松 島 珠 喜 ｜ 附属図書館情報管理課
釜 谷 充 哉 ｜ 施設課
城 村 浩 司 ｜ 工学部
寺 林 真佐美 ｜ 工学部
一 室 飽一郎 ｜ 工学部
川 原 卯 吉 ｜ 富山商船高等専門学校庶務課人事係長
川 遁 誠 ｜ 体育局生涯スポーツ課登 山研修所庶務係長
高 森 満 ｜ 富 山工業高等専門学校会計謀総務係長
羽 広 孝 司 ｜ 富 山医科薬科大学総務部主計謀総務係長
相 湾 伸 彰 ｜ 富 山商船高等専門学校学生課教務係長
泉 回 享 一 ｜ 高岡短期大学事業課専門職員
中三川 敏 之 ｜ 高岡短期大学会計課司計係予算主任






















































，， 林 秀 一 ｜ 富山工業高等専門学校学生課教務係教務第一主任 ｜ 学生部入試課入学試験係主任
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転 任 12. 4. 1 船 崎 浩 之 国立立山少年自然の家事業諜業務係業務主任 人文学部・理学部総務第二係主任
，， 新 井 慶 子 富 山工業高等専門学校庶務課庶務係 学生部学生課
/I 村 崎 美 紀 高岡短期大学学生課 学生部学生課
，， 栗 林 裕 子 富 山医科薬科大学教務部図書課情報管理係 附属図書館情報管理課
配置換 1 2. 4 . 1 水 上 修 一 事務局長 金沢大学事務局長
，， 竹 若 重 勝 附属図書館事務部長 山口大学附属図書館事務部長
，， 神 野 政 幸 経理部主計課長 新潟大学経理部主計課長
/I 芋 野 昭 作 施設課長 名古屋大学施設部建築課長
，， 畑 田 健 二 厚生課長 室蘭工業大学学生課長
，， 赤 松 一 良 入試課長 鹿児島大学医学部学務課長
，， 坂 田 達 夫 鹿屋体育大学事務局長 事務局長
/I 秦 文 男 庶務部長 総務部長
，， 獄 釜 康 雄 学生部次長 学生部長
，， 山 本 宏 庶務部庶務課長 総務部総務課長
，， 山 木 宏 明 庶務部人事課長 総務部人事課長
，， 鈴 木 由喜男 国立妙高少年自然の家庶務課長 総務部研究協力課長
，， 村 中 一 男 庶務部企画室長 総務部企画室長
，， 愛 場 優 治 浜松医科大学総務部会計課長 経理部主計課長
，， 安 部 和 憲 学生課長 学生部学生課長
，， 小 越 信 行 茨城大学入試課長 学生部厚生課長
，， 柳 瀬 邦 夫 留学生課長 学生部留学生課長
，， 新 田 昌 六 教育学部事務長 人文学部 ・ 理学部事務長
，， 中 川 巌 工学部事務長 教育学部事務長
，， 中 国 孜 人文学部 ・ 理学部事務長 工学部事務長
，， 前 田 邦 樹 貯務部庶務課課長補佐 総務部総務課課長補佐
，， 雁 回 彰 入試課専門員（入学選抜担当） 総務部総務課専門員（企画調査担当）
，， 矢 後 和 子 庶務部人事課課長補佐 総務部人事課課長補佐
，， 林 征 紀 庶務部人事課専門員 総務部人事課専門員
，， 羽 根 俊 経済学部事務長補佐 総務部研究協力課専門員（産学連携担当）
，， 杉 本 周 平 庶務部庶務課専門員（大学改革担当） 総務部企画室室長補佐
/I 刈 賀 春 樹 経理部経理課課長補佐 経理部主計課課長補佐
，， 松 下 義 春 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 経理部経理課課長補佐
/I 北 Jl 功 庶務部企画室室長補佐 経理部契約室室長補佐
/I 庚 図 治 厚生課専門員（就職指導担当） 学生部学生課課長補佐
，， 保 正 邦 久 学生課課長補佐 学生部厚生課課長補佐
，， 能 登 功 留学生課専門員（留学生担当） 学生部厚生課専門員（就職指導担当）
／／ 土 肥 隆 三 庶務部企画室専門員（企画調査担当） 学生部入試課専門員（入学選抜担当）
，， 清 水 寛 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 学生部留学生課専門員（留学生担当）
，， 近 岡 忠 夫 教育学部事務長補佐 人文学部 ・ 理学部事務長補佐
，， 真 田 敏 江 庶務部庶務課専門職員（企画調整担当） 総務部総務課専門職員（事務組織改革担当）
，， 向 雅 己 庶務部庶務課庶務係長 総務部総務課総務係長
，， 酒 井 利 満 庶務部庶務課学事調査係長 総務部総務課法規係長
，， 赤 井 弘 人 庶務部企画室専門職員 総務部総務課大学開放係長
／γ 太 田 則 春 庶務部人事課専門職員 総務部人事課専門職員
ノγ 棲 弁 雅 和 庶務部人事課専門職員 総務部人事課専門職員
，， 白 山 一 男 庶務部人事課任用係長 総務部人事課任用係長
，， 松 本 修 一 庶務部人事課給与係長 総務部人事課給与係長
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配置換 12. 4. 1 今 井 稔 工学部専門職員 総務部研究協力課専門職員
，， 作 井 功 庶務部人事課職員係長 総務部研究協力課国際交流係長
，， 高 塚 清 文 庶務部庶務課技術専門職員 総務部研究協力課技術専門職員
，， 横 山 正 弘 厚生課専門職員 総務部企画室専門職員（自己点検担当）
，， 堀 和 賞 庶務部庶務課文書係長 総務部企画室専門職員
，， 朝 野 真 庶務部企画室企画係長 総務部企画室大学改革係長
，， 高 邑 英 市 経理部経理課出納係長 経理部主計謀総務係長
，， 友 坂 義 一 施設課企画係長 経理部主計課司計係長
，， 湊 馨 経理部経理課専門職員（契約担当） 経理部経理課収入係長
II 河 上 孝 経済学部会計係長 経理部経理課支出係長
，， 江 藤 憲 和 庶務部企画室専門職員 経理部経理課共済組合係長
，， 牧 石 信 康 経理部経理課情報処理係長 経理部経理課情報企画係長
，， 塚 田 健 夫 経理部経理課用度係長 経理部契約室契約第一係長
，， 地 崎 昇 人文学部 ・ 理学部経理係長 経理部契約室契約第二係長
，， 能 手 哲 治 工学部経理係長 経理部契約室契約第三係長
，， 東 敏 経理部主計課専門職員（予算分析担当） 施設課企画係長
，， 高 巴 欣 市 庶務部企画室専門職員 学生部学生課専門職員
，， 田 中 祥 男 学生課専門職員 学生部学生課専門職員
，， 黒 田 芳 雄 入試課教務係長 学生部学生課教務係長
，， 石 川 俗 史 厚生課専門職員 学生部厚生課専門職員
，， 松 本 進 教育学部専門職員（�·付属学校企画調整担当） 学生部厚生課専門職員
，， 御 福 隆 厚生課専門職員 学生部厚生課専門職員
，， 堀 周 一 厚生課専門職員 学生部厚生課専門職員
，， 佐 野 勤 厚生課厚生企画係長 学生部厚生課厚生企画係長
，， 川 上 重 信 入試謀入学試験係長 学生部入試課入学試験係長
，， 宮 越 謙 三 経済学部専門職員（外国人留学生担当） 学生部留学生課専門職員
，， 本 吉 友 治 学生課専門職員 学生部留学生課留学生係長
II 脇 坂 勝 人 附属図書館情報サービス課学術情報係長 附属図書館情報管理課図書情報係長
，， 山 田 正 芳 附属図書館情報管理課図書情報係長 附属図書館情報サーピス課学術情報係長
，， 粛 藤 純 一 人文学部 ・ 理学部庶務係長 人文学部 ・ 理学部総務第一係長
，， 藤 井 栄 吉 人文学部 ・ 理学部用度係長 人文学部 ・ 理学部総務第二係長
，， 柴 田 利 治 人文学部 ・ 理学部学務第一係長 人文学部 ・ 理学部教務第一係長
，， 湯 浅 健 一 人文学部 ・ 理学部学務第二係長 人文学部 ・ 理学部教務第二係長
，， 大聖寺 一 孝 教育学部会計係長 教育学部専門職員（企画調整担当）
，， 門 前 剛 二 教育学部庶務係長 教育学部総務係長
，， 安 西 修 三 教育学部学務係長 教育学部教務係長
，， 岩 永 晴 雄 教育学部附属学校第一係長 教育学部専門職員（附属学校企画担当）
，， 石 坂 淳 子 教育学部附属学校第二係長 教育学部附属学校係長
，， 大 場 和 夫 経理部経理課管理係長 経済学部専門職員（企画調整担当）
，， 宮 原 進 経済学部庶務係長 経済学部総務係長
II 新 出 信 幸 工学部用度係長 工学部専門職員（企画調整担当）
，， 谷 口 和 則 工学部庶務係長 工学部総務係長
，， 大 崎 秀 雄 留学生課留学生係長 工学部教務係長
，， 山 本 徹 工学部庶務係人事主任 総務部総務課総務係主任
，， 松 田 晃 庶務部人事課任用係任用主任 総務部人事課任用係主任
，， 松 田 玲 子 庶務部人事課給与係給与第二主任 総務部人事課任用係主任
，， 中 村 義 浩 庶務部人事課給与係給与第一主任 総務部人事課給与係主任
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配置換 12. 4 1 生 田 孝 行 教育学部庶務係庶務主任 総務部人事課職員係主任
II 荒 井 誠 一 工学部庶務係研究協力主任 総務部研究協力課研究協力係主任
，， 笹 岡 博 史 庶務部庶務課学事調査係研究協力主任 総務部研究協力課研究協力係主任
II 石 塚 久 博 庶務部庶務課学事調査係学事調査主任 総務部研究協力課国際交流係主任
，， 北 村 均 経済学部庶務係庶務主任 総務部企画室大学改革係主任
，， 松 井 博 文 庶務部企画室企画係庶務主任 総務部企画室大学改革係主任
，， 新 庄 忍 経済学部会計係経理主任 経理部主計課総務係主任
，， 上 木 祐 一 経理部経理課給与係給与主任 経理部主計課監査係主任
，， 尾 崎 美 幸 経理部経理課出納係出納第二主任 経理部主計課監査係主任
，， 荒 木 義 弘 経理部主計課司計係予算第一主任 経理部主計課司計係主任
，， 岩 城 稔 経理部主計課司計係予算第二主任 経理部主計課司計係主任
／／ 新 井 浩 経理部主計課管財係管財主任 経理部主計課管財係主任
，， 村 道 俊 一 経理部経理課出納係出納第一主任 経理部経理課収入係主任
，， 小 森 功 教育学部会計係経理主任 経理部経理課給与係主任
，， 永 井 昭 光 教育学部附属学校第一係会計主任 経理部経理課給与係主任
，， 木 下 晋 工学部用度係物品管理主任 経理部経理課給与係主任
II 山 田 勇 一 経済学部会計係用度主任 経理部経理課情報企画係主任
，， 倉 田 実 入試課入学試験係入学試験主任 経理部経理課情報企画係主任
II 湾 崎 勝 彦 経理部経理課用度係用度主任 経理部契約室契約第一係主任
，， jじ 治 夫 経理部経理課情報処理係情報処理主任 経理部契約室契約第一係主任
，， 武 本 光 雄 人文学部・理学部用度係用度第一主任 経理部契約室契約第二係主任
，， 笹 岡 直 美 人文学部・理学部用度係用度第三主任 経理部契約室契約第二係主任
II 高 瀬 範 和 工学部用度係用度第一主任 経理部契約室契約第三係主任
，， 野 津 和 子 工学部用度係用度第二主任 経理部契約室契約第三係主任
，， 細 回 和 義 教育学部会計係用度主任 経理部契約室契約第四係主任
，， 藤 田 一 吉 施設課企画係企画主任 施設課企画係主任
II 森 田 昌 夫 施設課電気係電気第一主任 施設課電気係主任
，， 林 英 則 施設課電気係電気第二主任 施設課電気係主任
，， 佐久間 克 明 附属図書館情報管理課総務係年史編纂事務主任 学生部学生謀総務係主任
，， 山 田 豊 人文学部・理学部学務第二係教務第二主任 学生部学生課教務係主任
，， 寺 林 宏、 男 庶務部企画室企画係教養教育主任 学生部学生課教養教育係主任
，， 坂 東 康 子 経済学部学生係学生主任 学生部厚生課厚生企画係主任
，， 飯 野 るみ子 留学生課留学生係留学生主任 学生部留学生課留学生係主任
，， 中 島 潤 子 附属図書館情報管理課図書情報係図書情報主任 附属図書館情報管理課図書情報係主任
，， 尾 山 吉 昭 附属図書館情報サービス課情報サービス係情報サービス主任 附属図書館情報サーピス謀情報サーピス係主任
II 大 島 千 春 人文学部・理学部庶務係庶務第二主任 人文学部・理学部総務第一係主任
，， 牧 田 秀 晴 人文学部・理学部用度係用度第二主任 人文学部・理学部総務第一係主任
，， 長 崎 宏 美 人文学部・理学部庶務係人事主任 人文学部・理学部総務第二係主任
，， 光 地 浩 和 人文学部・理学部学務第一係教務第一主任 人文学部・理学部教務第一係主任
，， 有 沢 隆 一 人文学部・理学部学務第一係教務第二主任 人文学部・理学部教務第一係主任
，， 畠 山 節 子 人文学部・理学部学務第一係学生主任 人文学部・理学部教務第一係主任
，， 光 津 和 嗣 人文学部・理学部学務第二係教務第一主任 人文学部・理学部教務第二係主任
，， 田 中 茂 人文学部・理学部学務第二係学生主任 人文学部・理学部教務第二係主任
II 佐 藤 修 教育学部学務係教務第二主任 教育学部教務係主任
II 山 本 悦 子 教育学部学務係学務主任 教育学部教務係主任
，， 大 門 聡 教育学部学務係学生主任 教育学部教務係主任
II 高 尾 京 子 附属図書館情報サービス謀参考調査係参考調査主任 教育学部附属学校係主任
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配置換 12. 4. 1 森 田 智 経済学部教務係教務主任 経済学部教務係主任
，， 安 部 保 子 経済学部教務係学務主任 経済学部教務係主任
，， 武 田 正 夫 工学部庶務係庶務主任 工学部総務係主任
，， 松 田 義 弘 工学部経理係経理主任 工学部総務係主任
，， 小 林 司 工学部学務係教務第一主任 工学部教務係主任
，， 山 上 康 彦 工学部学務係教務第二主任 工学部教務係主任
II 平 野 美智子 工学部学務係学生主任 工学部教務係主任
II 谷 川 通 人文学部 ・ 理学部 総務部総務課
，， 穴 田 さお り 庶務部庶務課 総務部人事課
，， 本 海 誉 子 教育学部 総務部人事課
，， 高 崎 淳 也 経理部経理課 総務部企画室
，， 橘 千 夏 庶務部庶務課 総務部企画室
，， 日 俣 詠里子 経理部経理課 経理部主計課
，， 串 田 純 恵 工学部 経理部経理課
，， 杉 田 昇 経済学部 経理部経理課
，， 室 智 子 教育学部 経理部契約室
，， 酒 井 勝 子 人文学部 ・ 理学部 経理部契約室
／／ 川 成 淳 也 工学部 経理部契約室
，， 竹 島 勢都子 経済学部 経理部契約室
，， 中 波 憲 子 教育学部 経理部契約室
，， 大 川 純 教育学部 経理部契約室
，， 横 井 宏 正 庶務部企画室 学生部学生課
，， 浦 島 布美子 経済学部 学生部厚生課
，， 金 森 美枝子 工学部 学生部入試課
，， 梶 谷 理 香 人文学部 ・ 理学部 教育学部
，， 大 場 テイコ 庶務部庶務課電話交換手長 総務部総務課電話交換手長
，， 竹 林唯 夫 教育学部自動車運転手 経理部契約室自動車運転手
，， 平 野 誠 一 経理部経理課自動車運転手 経理部契約室自動車運転 手
退 職 12. 4 1 高 松 典 子 教育学部会計係 平成12年 3 月 31 日 限 り任期満了によ り 退職
育児休業 12. 4. 1 室 智 子 教育学部会計係 職務復帰
併 任 12. 4. 1 坂 東 康 子 学生部厚生課厚生企画係主任 経済学部教務係主任
，， 村 崎 美 紀 学生部学生課 教育学部
，， 浦 島 布美子 学生部厚生課 経済学部
，， 金 森 美枝子 学生部入試課 工学部
，， 高 崎 淳 也 総務部企画室 学術国際局留学生課
II 日 俣 詠里子 経理部主計課 学術国際局留学生課留学生交流政策室
，， 川 漫 誠 総務部研究協力課研究協力係長 体育局生涯スポーツ課登 山研修所専門職員
（～12. 4 30) 
，， 山 田 勇 一 経理部経理課情報企画係主任 金沢大学経理部情報処理課
職務命令 1 2. 4. 安 部 和 憲 学生部学生課長 教養教育改革推進室長を命ずる
，， 赤 井 弘 人 庶務部企画室専門職員 主任専門職員を免ずる
，， 湊 馨 経理部経理課専門職員 経理部経理課専門員を免ずる
，， 田 中 祥 男 学生課専門職員 学生課専門員を免ずる
，， 横 山 正 弘 厚生課専門職員 主任専門職員を免ずる
，， 御 福 隆 厚生課専門職員 主任専門職員を免ずる
，， 宮 越 謙 三 経済学部専門職員 経済学部専門員を免ずる
，， 今 井 稔 工学部専門職員 工学部専門員を免ずる
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職務命令 技術部第一技術班技術専門職員を免ずる
12. 4 1 高 塚 清 文 総務部研究協力課技術専門職員 技術部第一技術班長心得を免ずる
技術部第一技術班長を命ずる




採 用 12. 4. 阿 部 美 規 講 師 人文学部（言語文化学科ヨーロッパ言語文化）
，， 内木場 努 教 授 教育学部（英語教育）
，， 芝 垣 正 光 教 授 教育学部（学校教育）
，， 永 井 節 夫 助教授 教育学部（数学教育）
，， 岸 本 忠 之 講 師 教育学部（数学教育）
，， 坂 本 雅 士 講 師 経済学部（経営法学科基礎法）
，， 神 阪 盛一郎 教 授 理学部（生物学科生体制御学）
，， リーイイインサンディ 助 手 理学部（化学科反応物性化学）
（～ 20. 3 . 31) 
，， 川 畑 常 民 文部技官 工学部働質生命システム工学専制粧学）
，， 三 原 茂 教 諭 教育学部（�·付属小学校）
，， 萩 中 泰 弘 教 諭 教育学部（附属小学校）
，， 演 谷 昌 代 養護教諭 教育学部（附属小学校）
，， 山 田 茂 晴 教 諭 教育学部（�付属中学校）
，， 高 木 健 吉 教 諭 教育学部（附属中学校）
，， 庚 安 敏 美 教 諭 教育学部（附属養護学校）
，， 小 川 郁 子 教 諭 教育学部（附属養護学校）
，， 福 井 洋 美 教 諭 教育学部（附属養護学校）
，， 高 島 佳 江 教 諭 教育学部（附属養護学校）
，， 庚 回 仁 美 教 諭 教育学部（附属幼稚鴎）
昇 任 12. 4. 1 演 名 正 道 助教授 教育学部（数学教育） 教 授 教育学部（数学教育）
，， 西 村 秀 二 助教授 経済学部（経営法学科基礎法） 教 授 経済学部（経営法学科基礎法）
，， 角 森 正 雄 助教授 経済学部（経営法学科民事法） 教 授 経済学部（経営法学科民事法）
，， 戸 川 成 弘 助教授 経済学部（経営法学科企業関係法） 教 授 経済学部（経営法学科企業関係法）
，， 内 田 康 郎 講 師 経済学部（経営学科経営学） 助教授 経済学部（経営学科経営学）
，， 森 口 毅 彦 講 師 経済学部（経営学科応用経営） 助教授 経済学部（経営学科応用経営）
，， 高 山 健太郎 助 手 経済学部（経済学科比較経済論） 講 師 経済学部（経済学科比較経済論）
，， 桑 井 智 彦 助 手 理学部（物理学科物性物理学） 助教授 理学部（物理学科物性物理学）
，， 和 田 直 也 助 手 浬学部（生物圏環境科学科生物圏機能） 助教授 理学部（生物園環境科学科生物園機能）
，， 伊 藤 紀 男 助教授 工学部織糊I能システム工特犠棚繍輔工学） 教 授 工学部機融1能システム工学年ヰ糊酬輔工学）
II 山 崎 量 平 助教授 名古屋大学 工学部 教 授 工学部制駐命システム工判プロセス盟）
，， 鈴 木 正 康 助教授 九州工業大学 情報工学部 教 授 工学部（電気電子jステム工学科通信制御工学）
，， 松 田 健 二 助 手 工学部（物質生命システム工学科材料工学） 助教授 工学部（物質生命システム工学科材料工学）
II 宮 武 滝 太 助 手 工学部（物質生命システム工学科応用化学） 講 師 工学部（知能情報工学科知能システム工学
，， 加藤 ジ ェーン 助 手 工学部（知儲育報工学科メディア情報工学） 助教授 名古屋大学 大学院工学研究科
II 草 関 清 志 講 師 工学部（物質生命νステム工学科材料工学） 助教授 地域共同研究センタ ー
，， 中 村 優 子 助 手 工学部（物質生命システム工学科応用化学） 助教授 機器分析センタ ー
，， 西 村 優紀美 講 師 保健管理センタ ー 助教授 保健管理センター
転 任 12. 4 .  1 葉 柳 清 子 助教授 人文学部（ヨーロッパ言語文化） 助教授 名古屋大学 文学部
，， 岡 安 隆 助教授 教育学部（数学教育） 助教授 茨城大学 教育学部
，， 松 川 滋 教 授 経済学部（経済学科政策科学） 教 授 和歌山大学 経済学部
，， 今 井 克 典 助教授 経済学部（経営法学科企業関係法） 助教授 名古屋大学 大学院法学研究科
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転 任 12. 4. 1 新 里 a 男 初等中等教育局高等学校課教科調査官 教 授 教育学部（英語教育）
， ，  雨 宮 洋 司 教 授 富山商船高等専門学校国際流通学科 教 授 教育学部（社会科教育）
，， 佐 伯 異 人 初等中等教育局視学官 教 授 教育学部（附属教育実践総合センター）
，， 合 湾 宣 ー 助教授 静岡大学 工学部 助教授 工学部（牧演生命システム工学科応凋｛昨）
配置換 12. 4. 1 塚 野 州 一 教 授 教育学部（学校教育） 教 授 教育学部（附属教育実践総合センター）
II 堀 田 飽 也 助教授 教育学部（附属教育実践研掲諦センター） 助教授 教育学部（附属教育実践総合センター）
，， 米 山 嘉 治 講 師 地域共同研究セ ン タ ー 講 師 工学部（物質生命システム工学科応用昨）
降 任 1 2. 4. 1 室 橋 春 光 教 授 教育学部（学校教育） 助教授 北海道大学 教育学部
退 職 12. 4. 潮 湾 弘 教 授 教育学部（英語教育） 平成12年 3 月 31 日 限 り 停 年退職
，， 加 瀬 正二郎 教 授 教育学部（英語教育） ，， 
，， 栗 原 幹 夫 教 授 教育学部（数学教育） ，， 
，， 山 極 隆 教 授 教育学部（附属教育実践研知首導センター） ，， 
，， 杉 本 啓 郎 講 師 教育学部（技術教育） II 
，， 菅 井 道 三 教 授 理 学 部（生物学科生体制御学） ，， 
，， 西 村 格 教 授 理 学 部（生物艶熊野↓特性物轍鮮） ，， 
，， 新 井 甲 ー 教 授 工 学 部（物質生命システム工学科材料工学） ，， 
，， 品 川 不二雄 助教授 工 学 部吻質生命システム工糊材料工学） ，， 
，， 中 川 光 栄 教 諭（教育学部附属幼稚園） 平成12年 3 月 31 日 限 り任期満了によ り 退職
チホデーエフセルゲイ
，， 教 授 工学部（電靖子ンステム；瑚i拷刊栓タt伏昨） ，， グリゴリエヴィチ
育児休業 12. 4 .  河 崎 美 香 教 諭（教育学部附属幼稚園） 職務復帰
併任終了 12. 4 .  時 湾 貢 評議員 併任終了
，， 鈴 木 敏 昭 評議員 II 
，， 岡 村 信 孝 評議員 II 
，， 鈴 木 孝 志 評議員 ，， 
，， 小 谷 仲 男 評議員 ，， 
，， 塚 野 州 一 評議員 II 
，， 宮 崎 州 弘 評議員 ，， 
，， 山 地 啓 司 評議員 ，， 
，， 古 田 俊 吉 評議員 ，， 
，， 駒 城 鎮 ー 評議員 ，， 
II 松 川 滋 評議員 ，， 
，， 庚 岡 公 夫 評議員 ，， 
，， 阿 部 俊 夫 評議員 ，， 
，， 金 森 寛 評議員 ，， 
，， 宮 下 尚 評議員 ，， 
，， 山 淵 穂 夫 評議員 ，， 
，， 黒 田 重 靖 評議員 II 
，， 能登谷 久 公 学生部長 ・ 評議員 ，， 
，， 万・ヨb丈， 孝 文 教育学部F付属教育実践研究指導セ ン タ一長 II 
併 任 12. 4 .  能登谷 久 公 教 授 工学部 副学長・ 評議員（～1 3. 6 . 12) 
，， 小 津 浩 教 授 人文学部 ，， ，， 
，， 小 谷 仲 男 教 授 人文学部 評 議 員（～14. 2 . 19) 
，， 岡 村 信 孝 教 授 人文学部 評 議 員（～14. 3 . 31) 
，， 渡 漫 信 教 授 教育学部 ，， II 
，， 駒 減 鎖 ー 教 授 経済学部 評 議 員（～13. 3. 31) 
，， 渡 漣 義 之 教 授 理学部 評 議 員（～14. 3 .  31) 
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併 任 12. 4. 1 黒 田 重 晴 教 授 工学部 評 議 員 （～14. 3. 31) 
，， 鈴 木 孝 志 教 授 人文学部 ，， ，， 
，， 山 地 啓 司 教 授 教育学部 ，， ，， 
，， 丹 羽 昇 教 授 経済学部 II ，， 
，， 阿 部 俊 夫 教 授 理学部 ，， ，， 
，， 佐々木 和 男 教 授 工学部 ，， ，， 
，， 安 藤 修 平 教 授 教育学部 教育学部附属小学校長 （～14. 3 31) 
，， 清 水 建 次 教 授 教育学部 教育学部附属中学校長 ，， 
，， 中 井 学 教 授 教育学部 教育学部附属養護学校長 （ II 
，， 原 稔 教 授 教育学部 教育学部附属幼稚園長 ，， 
，， 回万b烹， 孝 文 教 授 教育学部 教育学部自属教育実践総合センター長（～12. 8. 31) 
，， 中 村 同1 教 授 保健管理セ ン タ ー 保健管理セ ン タ一所長 （～14. 3 . 31) 
，， 簡 山 智 祭 教 授 工学部 機器分析セ ン タ ー長 （～14. 3. 31) 
，， 菅 谷 孝 教 授 理学部 理学部数学科長 （～13. 3. 31) 
，， 演 本 仲 治 教 授 理学部 理学部物理学科長 （ ，， 
，， 山 本 浩 司 教 授 理学部 理学部化学科長 ，， 
，， 山 田 恭 司 教 授 理学部 理学部生物学科長 （ ，， 
，， 清 水 正 明 教 授 理学部 理学部地球科学科長 （ ，， 
，， 井 上 弘 教 授 理学部 理学部生物圏環境科学科長 （ ，， 
，， 徳 山 智 祭 教 授 工学部 工学部電気電子システム工学科長（ // 
，， 袋 谷 賢 官 教 授 工学部 工学部知能情報工学科長 （ ，， 
，， 竹 越 栄 俊 教 授 工学部 工学部機械知能システム工学科長（ // 
，， 小 平 憲 一 教 授 工学部 工学部物質生命システム工学科長（ // 
，， 酒 井 富 夫 教 授 経済学部 環 日 本海地域研究セ ン タ ー （～13. 3. 31) 
，， 森 岡 裕 教 授 経済学部 II ，， 
，， 堀 江 典 生 講 師 経済学部 ，， II 
II 米 原 俊 孝 助 手 経済学部 ，， ，， 
職務命令 12. 4. 1 能登谷 久 公 教 授 工学部 学長補佐を免ずる
，， 小 津 浩 教 授 人文学部 ，， 
，， 穂 山 智 祭 教 授 工学部 機器分析セ ン ター長を免ずる
，， 小 津 浩 副学長 教養教育実施機嫌長を命ずる
任 命 12. 4. 1 阿 部 謹 也 共立女子大学長 運営諮問会議委員に任命 （～14. 3. 31) 
，， 石 坂 誠 一 富山国際大学長 ，， ，， 
，， 井 上 孝 美 放送大学学園理事長 ，， ，， 
，， 上 野 隆 三 側北 日 本新聞社代表取締役社長 ，， ，， 
，， 温 弁 外喜子 富 山県婦人会会長 ，， ，， 
，， 中 尾 哲 雄 富 山経済同友会代表幹事 ，， ，， 
，， 中 沖 豊 富 山県知事 II ，， 
，， 橋 本 清 富 山県教育委員会教育長 ，， ，， 
，， 本 多 正 道 富 山県経営者協会会長 II ，， 
II 山 田 圭 磁 北陸経済連合会会長 ，， II 
採 用 12. 4. 1 高 瀬 久美子 事務補佐員 （総務部総務課）
，， 中ニ川 良知子 事務補佐員 （総務部総務課）
，， ニ 浦 みよ り 事務補佐員 （総務部研究協力課）
，， 前 田 洋 美 事務補佐員 （総務部研究協力課）
，， 浅 畑 美香子 事務補佐員 （経理部主計課）
，， 榎 明 美 事務補佐員 （経理部経理課）
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容
採 用 12. 4. 1 花 田 博 子 事務補佐員（施設課）
，， 西 野 英 子 事務補佐員（学生部学生課）
，， 横 江 厚 子 事務補佐員（学生部学生課）
If 増 田 信 子 事務補佐員（学生部学生課）
，， 太 田 昭 子 事務補佐員（学生部学生課）
，， 田 島 順 子 事務補佐員（学生部厚生課）
，， 片 山 進 技能補佐員（学生部厚生課調理師）
，， 山ノ下 久美子 事務補佐員（学生部留学生課）
，， 藤 野 敏 子 事務補佐員（工学部）
，， 柿 谷 紀代子 事務補佐員（工学部）
，， 五十嵐 仁 子 事務補佐員（総合情報処理セ ン ター）
If 上 禁 由利恵 事務補佐員（総務部総務課）
，， 増 川 吏英子 事務補佐員（経理部主計課）
，， 佐 藤 優 子 事務補佐員（経理部経理課）
，， 金 田 稔 技能補佐員（経理部契約室自動車運転手）
，， 森 田 憲 治 技能補佐員（経理部契約室自動車運転手）
，， 柳 原 一 雄 臨時用務員（経理部契約室作業員）
，， 黒 畑 繁 盛 臨時用務員（経理部契約室作業員）
，， 五十嵐 清 平 臨時用務員（経理部契約室作業員）
，， 高 堂 弘 技能補佐員（施設課機械操作手）
，， 村 井 由美子 臨時用務員（学生部学生課作業員）
，， 木 地 紀 子 臨時用務員（学生苦哲学生課作業員）
，， 中 村 作 三 臨時用務員（学生部学生課作業員）
，， 多 賀 健 治 臨時用務員（学生部学生課作業員）
，， 福 島 誠 治 臨時用務員（学生部厚生課作業員）
，， 坂 林 真喜子 臨時用務員（学生部厚生課作業員）
， ，  川 減 智 美 事務補佐員（学生部入試課）
，， 並 木 三智子 臨時用務員（学生部留学生課作業員）
，， 藤 田 淳 子 事務補佐員（附属図書館情報管理課）
，， 藤 田 由 佳 事務補佐員（附属図書館情報管理諜）
，， 竹 津 真 弓 事務補佐員（附属図書館情報管理課）
，， 川 原 京 子 事務補佐員（附属図書館情報管理課）
，， 寺 岡 千 栄 事務補佐員（附属図書館情報管理課）
，， 串 田 小百合 事務補佐員（附属図書館情報サー ビス課）
，， 安 部 公 子 事務補佐員（附属図書館情報サー ピス課）
，， 高 瀬 雅 美 事務補佐員（附属図書館情報サー ビス課）
，， 湯 野 秋 子 事務補佐員（人文学部・理学部）
，， 藤 野 智 子 事務補佐員（人文学部 ・ 理学部）
，， 上 野 美 幸 事務補佐員（人文学部・理学部）
，， 横 川 み き 事務補佐員（人文学部・理学部）
，， 堀 晴 子 事務補佐員（人文学部・理学部）
，， 田 中 常 逮 臨時用務員（人文学部 ・ 理学部作業員）
，， 高 橋 武 宏、 臨時用務員（人文学部 ・ 理学部作業員）
，， 岡 田 佳 恵 事務補佐員（教育学部）
，， 菊 池 さ と み 事務補佐員（教育学部）
” 佐 藤 末知子 事務補佐員（教育学部）
，， 西 塚 藤 子 事務補佐員（教育学部）
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異動区分 発令年月 日 氏 名
採 用 12. 4. 1 山 中 順 子
，， 中 西 義 夫
，， 中 川 孝 雄
，， 舘 野 洋 子
，， 吉 村 得、 子
，， 小 橋 貢
，， 見 角 光 子
II 源甲斐 美 里
II 江 川 秀 子
，， 吉 田 由香里
，， 加 藤 幸 子
，， 伊 東 孝 枝
，， 高 松 衛
，， 寺 林 昌 代
，， 前 川 清 徳
，， 高 田 修
II 北 風 和 子
II ジ ン イ ン
，， ム ウ ダオ ピ ン
II 篭 宗 和
，， 西 田 洋 子
退 職 12. 4. 1 上 型軽 由利恵
，， 増 川 史英子
，， 佐 藤 優 子
II 黒 畑 繁 盛
，， 柳 原 一 雄
，， 五十嵐 清 平
，， 高 堂 弘
，， 村 井 由美子
，，  木 地 紀 子
，， 中 村 作 三
，， 多 賀 健 治
II 片 山 進
II 福 島 誠 治
，， 坂 林 Jl'.喜子
II 川 湖l 智 美
，， 並 木 三智子
，， 藤 田 淳 子
，， 藤 田 由 佳
，， 島 先 厚 至
，， 川 原 京 子
，， 竹 湾 真 弓
，， 寺 岡 千 栄
II 岡 崎 亜都子
，， 串 田 小百合
- 16 -
学 報
























事務補佐員 （附属図書館情報サー ビス 諜）
第424号


































究員） 水素 同位体科学研究セ ン タ ー

















究セ ン タ ー ）
技能補佐員 （水素 同位体科学研究セ ン タ ー）






































































安 部 公 子
浜 浦 真由美
高 瀬 雅 美
田 中 亜 紀
湯 野 秋 子
五十嵐 昭 美
菅 野 充 加
田 中 常 連
高 橋 武 志
山 本 芳 枝
菊 池 さ と み
佐 藤 末知子
西 塚 鵬 子
山 中 順 子
中 西 義 夫
中 川 孝 雄
見 角 光 子
山 崎 みの り
舘 野 洋 子
吉 村 徳 子
源甲斐 美 里
江 川 秀 子
竹 島 結実枝
竹 内 美 貴
吉 田 由香里
加 藤 幸 子
杉 木 衣 子
前 川 清 徳
高 田 修
陸 滑 明
北 風 和 子
中 山 拓 也
沖 野 浩 二
園 田 教
潟 辺 美 由紀
高 橋 純
立 川 智 之
布 村 紀 男
早 河 秀 章
篭 宗 和
西 国 洋 子
学 報
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副学長に能登谷工学部教授 、 小津人文学部教授 が就任
平 成 12年 4 月 1 日付 けで 能登谷久公工学部教授並 び に 小 津 浩人文学部教授が副 学長 に就任され ま し た 。 任 期は 平
成 12年 4 月 1 日 から 平成 13年 6 月 12 日 まで 。 両 氏 の主 な経歴及び抱負は 次 の と おりで す 。
能登谷 副 学長は ， 昭 和36年 3
月 に 富 山 大学 工学 部 を 卒 業 後 ，
同 年 4 月 に 富 山 大学工学部助 手
に 採 用され ， 講 師 ， 助 教授 を 歴
任後， 平 成 3 年 4 月 教授 に 昇 任
され ， 現 在 に 至 ってい ま す 。
平成 9 年 5 月 から 学生部長 に
併任され， 平 成 1 1年 4 月 から 学
長補佐 に 就任されてい ま す 。 専 門は 生産精密加 工学 。 富
山 県出 身 。
（就任の抱 負 ）
こ の度 ， 副 学 長 を 拝命 す る こ と と なり ま し た 。 学 生 部
長 と しては， 学 生 関 連 の 会議 を とり ま とめ る こ と が本 務
で し た が， 副 学長 と なれば 学 長 を 補佐 し． 校 務 のほ と ん
ど に 関わり を 持つ こ と に なり ま す 。
小津副 学長は ， 昭 和38年 7 月
国際基督教大学教養 学部を卒業，
同46年 3 月 東京教育大学大学院
文学研究科修士課程 を 修了 ， 同
51年 3 月 東京教育 大学大学院 文
学研 究科博士課程 を単 位取 得 退
学後， 同 年 4 月 富 山 医 科 薬 科 大
学 医学部助教授 に 採用され， 平
成元年 4 月 富 山大学人文学部教授に昇任され， 現 在 に至 っ
てい ま す 。
こ の 間 ， 平成 5 年 5 月 から 同 7 年 5 月 まで 評 議 員 を ，
同 年 5 月 から 同 9 年 5 月 まで 人文学部長 を ， 同 年 5 月 か
ら 同 1 1年 5 月 まで 評議員 を 併 任され ． 平成 1 1年 4 月 から
学長補佐 に 就 任されてい ま す 。 専 門は 近 代 日本 宗 教 史 。
富 山 県出 身 。
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身 の 凡庸 を 顧みれば， いささ か 荷 が重い と 考え ま し た
が， 奨め る 方々 も あり， お 受 けす る 事態 に なり ま し た 。
本 来， 大学は 教員 の 自 由 な研究 と， 学 生 に社 会 人 ・ 職
業 人 あ るいは 研究者 と して の 自 立 を 促す教育 の場 と 位置
付 けられて おり ま し た が， 周 知の ご と く ． 国 を挙 げて の
行政改革 の あら しは 国立大学 を も 巻き 込み， 大学 の 法 人
化は 不可 避的 な も の と な って おり ま す 。
大学の法人化は， 必ず し も 独立採算性 を要求され る も
のでは ない といわれて おり ま す が， 法人化の後は 中 期目
標 に 基 づいて 中期計画 を 立 案 し， そ の 実現へ の努力 と 成
果 に対 して 厳 しい 点検 と 評 価 を 受 けざ る を 得 ない 事態 と
な って まいり ま し た 。
誠 に 非力では あり ま す が， 将 来 の 法 人化へ の移行 に備
えて 大学運営の透 明性の確保， 各分 野 の 研 究 の 活 性 化，
並 び に 多様 な学生 に対 応す る 教 育 の 実 施 に向 けて， 地 道
な努力 を重 ねて 参り たい と 考えて おり ま す 。
（就任 の 抱 負 ）
昨年 4 月 ， 学長補佐 を 拝命 し た ときは， 任 務 の 重さ を
思い． 一期で 辞めさ せてい ただ くつ もりで， そ の旨 を 学
長や 一部の人々 に も 公 言 してき た 。
し か し， た ま た ま 担 当す る こ と に な っ た 教養 教育見 直
し の 作業がは かどらず， それだ け が心 残りで， 熟考の末，
あえて 食 言 の罪 を 犯す こ と に し た 。
抱 負 については， 昨年補佐就任 の 際． 学報で 述べ た こ
と 以 上 に付 け加 え る こ とは ない が， 法人化に向 けて， 国
立大学 をめぐ る状況がい よい よ風 雲急を 告 げ る 中で， 冷
静 な判 断力だ けは， 失わず にい たい と思う 。
平成12年 5 月 発行 学 幸日 第424号
教育学部F付属小学校長に 安藤教授 が， 中学校長に清水教授が
養護学校長 に 中 井教授が 幼稚園長に原教授 がそれぞ れ就任
教育学部附属学 校 の 校 長 及 び 園 長 の 任 期 が平成 12年 3 月 31 日 を もって 満了 す る こと に伴い， 教育学部教授会は 次期 校
長 及 び 園 長 の選挙 を 行い， 附属小学校 長 に 安 藤 修平教授， 問 中学校長に清水建次教授， 同養護学校長 に 中井 学教授，
同幼稚 園 長 に 原 稔教授 を選出 し， 平 成 12年 4 月 1 日付 けで 就任され ま し た 。 清水教授及び原教授は 新任， 安藤教授 及
び 中井教授は再 任． 任期は 平成 1 2年 4 月 l 日 から 2 年問。
附属小学校 長 に再 任され た 安
藤教授は， 昭和35年 3 月 北 海 道
学芸大学札幌分 校 を 卒業後， 公
立学校教員 を 経て， 同58年 4 月
静修短 期大学助教授， 平成 2 年
4 月 同短 期大学教授， 同 3 年 4
月 文部 省 初 等 中等教育局主任教
科 書調査 官， 同 4 年 4 月 間 初 等
中 等教育局視学官 を併任， 同 8
年 4 月 富 山 大学教育学部教授と なり， 現 在 に 至ってい ま
す。 担 当 講座は 国語教育。 北海道出 身 。
附 属 中学校長 に 就任され た清
水教授は， 昭和51年 3 月 大 阪 大
学大学院 基礎工学研究 科博士課
程 を 修了 後， 日本 学術振興 会 奨
励 研究 員 を 経て， 昭和52年 4 月
富 山 大学教育学部 講 師 に 採用さ
れ， 同 54年 8 月 同 学 部 助教授，
平成 3 年 4 月 同学部教授 に 昇 任
され， 現 在 に 至ってい ま す 。 担
当 講座は理 科教育 。 富 山 県出 身 。
附属養護学校長 に再 任され た
中 井教授は． 昭和35年 3 月 富 山
大学教育学部卒業後， 同年 7 月
富 山 大 学 教 育 学 部 助 手 に 採 用 ，
同43年 3 月 同学部講師， 同 47年
1 月 同学部助教授． 同60年 4 月
同学部教授 に 昇 任され ， 現 在 に
至ってい ま す 。 担 当講座は 技術
教 育 。 富 山 県出 身 。
（就任 の 抱 負 ）
教育とりわ け学校教育 を取り 巻 く 環境は 極めて 厳 しい
も の が あり ま す。 大学改 革 の 中で 附属小学校と して 何 を
どう し な ければ なら ない の か， 大き な課題 に取り組む 必
要 を感じてい ま す 。
こ の た び． 附属小学校 長 に再選され ま し た ので， 今 ま
で の経 験 を 基 に， 少 しで も 課題の解決 に向 かい たいと思っ
てい ま す 。 幸い 附属小学校は， 杉本 副 校長以下． 全て の
教職員 が一つ に なって， 新 しい 教育 に向 か つて力強 く 日々
の 実 践 を 重 ねて おり ま す。 そ の成果は， 教育研究発表 会
や出 版物によって 全 国 に向 けて発 信 し 続 けて おり ま す 。
今 年 も 80名 の新 1 年生が入学 し ま し た 。 可 能性 に 満 ち 溢
れキ ラキ ラと輝 く 子ど も た ち をどう 導いてい く か， 難 し
く も 楽 しい 日々 が始 まり ま し た 。
皆様 方 には， 今 後と も ， 変わら ぬ ご指 導と ご 支 援 を 賜
り ま すよう お願いい た し ま す 。
（就任 の 抱 負 ）
いじめや 不登校 など 学校教育 に お け る様々 な 問題 をう
けて． 新教育課程 の 中心 課題は 「 生き る力 を 育む 教 育」
で す 。 中学校 に おいて も 教育 の在り 方が大き く 変わろう
と してい る現 在 ， 附 属学校 の取組 み方が注目されてい ま
す 。
さら に ， 附属学校と 学部と の連携が今 まで 以 上 に求め
られてい る 中， より良い 教員養成 を目 指 して， 附 属学 校
と してど のよう な 方策が あ る か検討 し なければ なら ない
と思ってい ま す 。 教育実践研究 に リ ー ダ ーシ ッ プ を取 る
こと が求められ る 附属学校 の使命は 大き く， 校長 の 職 責
の重 大さ を 痛感 してい ま す 。
どうぞ皆様 方 の ご 指導と ご鞭縫 をよろ し く お願い し ま す。
（就任 の 抱 負 ）
近年の教育改善 に 関す る動きは 極めて 急速で す 。 し か
し な がら， 社会風 潮 の改善が ないと， 効力 に 疑 問 が感じ
られ ま す 。 教育改善 に 関 連 して， 附 属 学 校 の 在り 方 が
問われて おり， 教育学部と 附属学校 の連携の推進 が求め
られてい ま す 。
幸い 附属養護学校では ， 教員 の熱意 により 連携は 密で，
研究 協力 及 び教育実習 の 実施のみで な く， 教育学部 生 に
対 し， 例えば 年間 述べ 31 2 人 の 学 生 に 対す る 介 護 等 体 験
- 19 -
平成12年 5 月 発行 学
の実施， 卒業論文及び修士論文 の研究 協 力， ボ ラ ン ティ
ア希望 者 の 受 け入れ など を 行 ってい ま す。
附属養 護学校では， 単 に教育学部と の 連 携 を推進 す る
のみで な く， 教育学部と 一体と な って機 能す ること を目
科教育。 神 奈川 県出 身。
（就任の抱 負 ）
附属幼稚 園 長 に 就任され た 原
教授は， 昭和47年 3 月 北 海 道 大
学大学院理 学研究 科博士課程単
位取 得後， 昭和47年 4 月 富 山 大
学教育学部助 手 に 採用， 同 63年
1 1 月 同 学部助教授， 平成 7 年 1 2
月 同 学部教授 に 昇 任され， 現 在
に 至 ってい ま す。 担 当講座は理
考え も み な か っ た 開 属 幼稚 園 長 に選出されて， 4 月 か
ら 園と 学部 を 行 っ たり 来 たり し な がら， 幼稚園 に お け る
活動 の 多様さとと も にそ の 効果 が周り から見え に くいこ
と に気付き 始め たところで す。 な るべ く 早 く， 仕 事 の 内
⑧ 
幸田 第424号
指 し， 教職 を志望 す る 学生 に対 して ． 教育実習 期間 中 だ
けで な く ， 在 学期間 を通 して有 効 に 利 用 して もらうこと
を目 指 し たいと考えてい ま す。
ご 指 導 のほど， よろ し く お願い 申 し上 げ ま す。
容 を 正確 に 把握でき るよう に し たいと考えて おり ま す。
中央教育審議会がこ の 4 月 に 提出 し た 「少子化と 教 育
について」 という 報 告 の 中では． 幼稚園 を 一層 重 視す る
こと が述べられ， 幼稚園 の 子 育て機 能 を 充実させ る 幼 児
教育振興 プ ロ グ ラ ム の 策定 が求められてい ま す。 ま た，
地減社 会が子ど も を 受け入れ る 寛容さ を 失 ってい ること
が 少 子 化 の要 因 の 一つ に な ってい ると分 析 し， すべて の
高校で保 育体験学習 を 行うことや ， 大学 に おいては 幼 稚
園 ・ 保 育 園で の体験授業 を 教員 養 成課程 だ けで な く 教 養
課程 に も 広 げ ること など が 提案されてい ま す。
これら が， 今 後ど のよう に具 体化されてい く の か に 注
目 し な がら， 幼稚 園 のよりよい 環境づ くり の お役 に たて
ればと考えて おり ま す ので ， 皆様 方 の ご 支援 を 賜り ま す
よう お願い 申 し上 げ ま す。
⑨ 
4 月 28 日 付けで， 平成12年春の叙勲が発表 さ れ， 本学関係では次の方 々 が受章さ れ ま し た O
こ こ に ご報告す る と と も に， 心 よ り お祝 い 申 し 上 げ ま す。
名誉教授 山崎佳夫氏 勲三等旭 日 中綬賞
こ の た び， 春 の叙勲 に あ づ か
り． 勲三等旭 日 中綬賞を拝受 し，
身 に 余 る 栄誉と考え， 厚 く 感謝
し， 深 く感激い た して おり ま す。
これ も ひとえ に 富 山 大学教職
員 の皆様 の 温 かい ご指導と ご 支
援 によ る も のと考えて おり ま す。
去 る 5 月 1 1 日 ， 国立劇場 に お
名誉教授 泉 敏郎氏 駒三等瑞宝章
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去 る 5 月 1 1 日 勲三等瑞宝 章 の
伝 達 を 国 立 劇場 に おいて 受 け，
次いで 皇居に参内い た し ま し た。
天 皇 陛下 に 拝語す る 栄 誉 に加
え， お 言 葉 まで 賜 抗 感激 の 極
みで ござい ま し た。
富 山 青年師範学校， 富 山 大 学
と 永き にわ たり 勤 務 し た 後， 停
いて 勲記と 勲章 の 伝達 を 受 け， 次いで 皇 居 に 参 上 し， 長
和殿の春 秋 の間 に おいて 天 皇陛下 に拝謁 し， 親 し く ね ぎ
らいと 励 ま し の お 言葉 を 頂 戴い た し ま し た。感動 の 至り
で あり ま す。
今 後は ， こ の栄誉 を け がすこと な く， ひ たすら精進 を
重 ね 研績 を積 んでゆき たいと思い ま す。
終わり に ， 富 山 大学 の 益々 の ご発展を切 に 祈念い た し
ま す。
年後は 北陸大学 に 5 年間 勤 務い た し ま し た。 ま た， 富 山
大学停年後， 金沢大学の非常勤 講師と して現 在 まで 1 2年
間勤 務 し， 通算す ると 50年余 の教員生活と なり ま し た。
こ の間， 多 く の教職員 の皆様 の ご 指 導と ， よい 学 生 に
恵 まれ たこと を深 く感謝い た して おり ま す。
終わり に ， 富 山 大学の益々 の ご発展を祈念い た し ま す。
平成12年 5 月 発行 学
元事務局長 泉 寛清氏 勲 四 等旭 日 小綬章
こ の度， 思い が けず に「 勲四
等 旭 日 小綬章」 を 受 章す る こ と
に な り， 5 月 1 1 日国立劇 場 で 文
部 大 臣よ り 勲 記 の 伝 達 を 受 け，
続いて 皇居 内 で天皇陛下の拝語
の 栄 に 浴 し感激 して お り ま す 。
私 の国家公務員生活は ， 昭 和
21年よ り 富 山大学事務局長で退
報 第424号
職 し ま し た 平成元年 9 月 30 日 ま で の43年 間 です 。 健 康 に
恵 まれ， 職場環境 に恵 まれ． 良き 上 司， 良き 同 僚 ， 良 き
人達 に 固 まれて 今 日 ま でき ま し た 。 現 在は， 金 沢 工 業 大
学 に勤 務 して お り ま す 。
これ も ひ とえ に 富 山 大学 の皆様 の お か げ と深 く感謝い
た して お り ま す 。
富 山 大 学 名 誉 教 授 称 号 記 授 与 式 を 実 施
本 年 3 月 末 を も って 退官され た加 瀬正二部氏． 灘湾 弘氏 （以上元教育学部教授 に 新 井 甲 一 氏 （元工学部教授 ） の
3 氏 に 平成 12年 4 月 1 日付 け で本 学名 誉教授の称 号 を 授与す る こ と が決 定され ， 去 る 4 月 28 日 （ 金 ） 学 長 室 に おいて，
時 津学 長 から 称号 記 が授与され ま し た 。






同 氏は． 昭和32年 3 月 千葉大学教育学部 を 卒 業 後， 千
葉 県公立学校教員 に 就任， そ の 問， 同39年 3 月 東京 大学
大学院 教育学研究 科修士課程 を 修 了 し， 同 年 4 月 大 阪 府
公 立学校教員 を 経て， 同42年 4 月 富 山 大学教育 学 部 講 師
に 採 用， 同 45年 1 1 月 同学部助教授， 同 57年 4 月 間 学 部 教
授 と な り， 平 成 1 2年 3 月 31 日 限 り 停年 によ り 退 職され ま
し た 。
同 氏は， 本 学着任以来33年 にわ た り英 語科教育 を 担 当
し， 厳正 な教育姿勢 を保 ちつつ も 温情 を も って 学生 の 教
育 ・ 指 導 に あ た り， 優れ た卒業生 を 教育 界 を 始め 広 く 社
会 に送 り出され ま し た 。
こ の間， 昭和62年 6 月 から 平成 4 年 3 月 ま で ， 富 山 大
学評議員 と して 大 学 の 管理 運営 に 参 画 し ， 平成 4 年 4 月
から 平成 5 年 3 月 ま で 富 山 大学教育学部附属 中学校長 を
併任 し， 教育実験校 と して の 同校 の教育 と 管理 運営 に 寄
与， 平成 5 年 4 月 から 同 7 年 3 月 ま では 教育学部長 と し
て 学部 の 管理 運営 に 尽力 し ， 特 に前学部長の 後 を 受 け 大
学院 教育学研究 科修士課程 の設置 を 実現させ， 学部 の 教
育 研究 の発展に 大き く貢献され ま し た 。
一方， 同 氏は英 語教育の研究 に努め， 英 語教 育 方 法 論
の理 論的 検討 を重 ね る と と も に ， ディ ク テ ーシ ョ ン ， ク
ロ ー ズ テ ス ト ， リ ス ニン グ など 実 際的 教授方法の諸 側 面
及 び 日本 人学習 者 の英 語学習 の 困難 点 について具 体的 な
調査 研究 を 通 して 明ら か に す る こ と に努められ る と と も
に， 辞典や 中学校英 語検定教科書 の編集 に 参加 し． 英 語
教育 の発展に 大き く貢献され ま し た 。
学外では ， 日本英 語教育学会理 事， 中部地区英 語 教 育
学会運営委員， 日本英 文学 会中部支部理 事， 語学 ラ ボ ラ
ト リ ー学会中部支部運営委員 など を 歴 任 し ， 関 係学 会 の
運 営発展に 尽力． さら に， 中学 ・ 高等学校の英 語 教育 の
研究 会 など に 助 言者 と して 活躍す る と と も に， 富 山 県英
語教育振興 会 の 設 立 に 参 画 し， 理 事． 副 会長 と して 県 内
の英 語教育 の振興 に 寄 与され ま し た 。
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同 氏は， 昭和32年 3 月 富 山 大学文理 学部 を 卒業， 同 35
年 3 月 九 州 大学大学院 を 修了 後， 同36年 6 月 鳥取 大 学学
芸学部助手， 同39年 1 月 同学部講師， 同42年 4 月 同 大学
教養 部 講 師 ， 同 年 12月 同 大学教養 部助教授， 同 49年 5 月
富 山大学教養 部助教授， 同53年 同部 教授 を 経て， 平 成 5
年 4 月 同 大学教育学部教授と なり． 同 12年 3 月 3 1 日 限り
停 年 により 退職され ま し た。
同 氏は， 本学着任 以来 26年 にわ た って 教養 教育 のド イ
ツ 語 を 担 当 し ． ま た 教育学部 に 配属 後はドイ ツ 語教 科 教
育 法 を も 教授 し， 厳正 か っ懇 篤 な教育姿勢で も って， 多
く の有 為 な 人 材 を 育 成され ま し た 。
こ の 間， 評議員， 学 生 部 長， 附 属 図 書館 長 の他 ， 大学
設置 基準 大綱化 に 係わ る 教養 教育改革 に あ た っては 全学






同 氏は， 昭和33年 3 月 埼玉大学文理 学部理 学科 を 卒業
後， 同 年 4 月 間和金属工業会社 に 入社 し そ の後， 同 35
年 9 月 に 富 山 大学工学部教務員， 同 39年 4 月 同学部助手，
同44年 1 1 月 同学部講師， 同48年 4 月 同学部助教授を経て，
同63年 4 月 同 学部教授 に 昇 任され， 平 成 12年 3 月 3 1 日 限
り 停年 により 退職され ま し た。
昭和54年 1 1 月 には ， 「 A STUDY ON THE LEACHIN 
G REACTIONS OF M ET AL SULFIDES」 の研究 論 文 に
より， 京都大学から 工学博士 の 学 位 を取 得され ま し た。
こ の 間， 本学 に おいて 36年 の 永 き にわ たり ， 金 属 製 錬
工 学及 び材料化学 の 担 当教官と して ， 常 に 温厚 篤 実 な 態
度で 学生 の教育 ・ 研究 指導 に 当 たられ， 多数 の優秀 な人
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の発展に 多大 な貢献 を果 たされ ま し た。
一 方， 学術研究 に おいては ， ドイ ツ 文学， 特 に 端 正 典
雅 な 文体で 人 間 の尊厳を 謡い 上 げ たド イ ツ の現 代作 家 ハ
ン ス ・ カ ロ ッサ の研究 に 従 事。 主と して ， 『幼年時 代 』
『青春 変転』 『美 しい 惑い の年』 『若 き 日 の 医 師 』 など ，
こ の 作 家 の自 伝的 作 品 の成立過程 を ， 新資料や 書簡 を も
と に 検証す る こと によ って， 二度 にわ た る世 界 大戦 の 過
酷 な時 代状況や ナ チ ス の 非 人間的 な政 治体制のさ な か に
あ って な お． カ ロ ッサ が 医 師と して， ま た 知識 人と して
の良心 を 貫 き， ゲ ー テ的 な ヒ ュ ー マニ ズ ム を 範と す る 高
貴 な 人間性と深い 内面性 を 湛え た 古典主義的 芸術 に 到 達
し た こと を 明ら か にされ ま し た。とりわ け， 「 カ ロ ッ サ
の 作 品， 書簡集 に お け るモ ンベ ル ト像」と 題す る論文は ．
ナ チ ス 支配下のド イ ツ圏 内 に おいて ， ユ ダ ヤ 系詩人 に対
す る 敬愛の 念 を 抱 き 続 け た カ ロ ッサ の抵抗 を 跡付 け る も
ので あり， こ の 方面 の文学研究 に新 しい 地平 を切り 聞 か
れ ま し た。
ま た， 日 本独文学会 会員， 日 本独文学会北陸支部幹事，
日 本 ゲ ー テ 協 会会員と して ， 種々 の研究 活動や発表 を 行
い， 特 に 平成 5 年 10月， 本学 を 会場と す る 日本 独 文学 会
秋季 研究発表 会 の 開催 に 尽力され ま し た。
材 を 育成され ま し た。
研究 面では， 貴金属の 高純度化 プ ロセ ス の 開発 に 関 す
る 研究， 資源 の リサ イ ク リ ン グ に 関す る 研究 及 び金 属 材
料 の 耐食性の設計と 評 価 に 関す る 研究 等 多 岐 にわ たり，
そ の研究 成果は 数多 く の学術論文と して発表され ， 学 界
や 産業応用 の発展に 大 き く 関与され ， ま た， 昭和57年 8
月より 約 1 年 間文部省長期在 外研究 員と して， カ ナ ダ 国
ト ロン ト 大学 に 派遣され ， 「 湿式製錬へ の微生物 の適 応
に 関 す る 研究」 を 行い 成果 を あげられ ま し た。
学 内 に おいては， 学生生活協議会委員， 大学院 委 員 会
委員， 富 山 大学50周年記 念 事 業 委 員 会 委 員 等 を 歴 任 し．
さら に 平成 6 年 4 月 から 平成 7 年 3 月 まで ， 及 び 平成 1 0
年 4 月 から 平成 1 1年 3 月 まで 物質工学科 長 を 務 められ る
など 大学 ・ 学部の発展 ・ 充 実 に貢献され ま し た。
一 方， 学外 に おいては ． 日 本金属学会理 事， 同評議員，
同分 科会委員， 同 会報編集委員， 日 本学術振興 会 第 69委
員会委員， 日 本鉱業会誌編集企画委員 など の要 職 を 歴 任
され ， 学術の振興と 地域 の発展に 寄与され ま し た。
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事 務 組 織の再 編 整 備を実施
本 学では， 平 成 12年 4 月 1 日 から 新 しい 事務組織 によ り 事務 を 実 施す る こと に な り ま し た 。 事務職員 の定数削減が続
く状況 の 中 ， 国 際化， 情報化， 産 学 連 携 など 新 しいニ ー ズ に 対応す る ため ， 事務組織 を 抜本的 に見 直 し， 一元化， 集 中
化が可 能 な 事 務は 事務 局 に 集約 し， 簡 素 化 ・ 能率化を 図 る こと を 基本 に， 事務職員 が再 配置され ま し た 。 こ の事務組織
の再 編整備 によ り ， 事 務 局 には， 総務部， 経理 部． 学生部 及 び施設課が置 かれ， 学 部 固有 の 事 務 を除い た 事務 を 一 元的
に 担 当 し ま す 。 一元化 ・ 集 中 化前後 の事務組織 図は 次 のと お りで す。
事務 組織図
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経済学部事務長 「専門職員 （企画調整担当）ト総務係」教務係工学部事務長 当担整調画企員職係係係門務務場ヨ同工
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平成 1 2年度新任教員説明会 を実施
4 月 6 日 ， 黒 田 講堂会議室 に お い て ． 平成 12年 度 新 任
教員説 明 会 が 開催 さ れ ま し た 。
こ の説 明 会 は ， 本学 の新任教員 を 対象 と し ， 国 立 大 学
を 取 り 巻 く 諸情勢， 本学 の教育． 研究， 管理運 営 体 制 及
び諸課題等 に つ い て 説 明 し ． 大学運営に つ い て 理解 を 深
め る こ と を 目 的 と し て お り ， 本年度 は ， 昨年 5 月 以 降 に
着 任 さ れ た 教 員 2 1 人 が参加 し ま し た 。
午 前 の 部 で は ， 時津学長か ら の 「本 学 の 現 状 と 課 題 」
の説 明 を か わ き り に ， 能登谷副学長の 「本学 の教育 ・ 厚
生補導J ， 坂 田 事務局長の 「大学改革等 に つ い て 」 の 説
明 が行われ ま し た 。
午 後 の部 は， 小津副学長か ら の 「本学 の教養教 育 」 の
説 明 を かわ き り に ， 「セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の
防 止」 （講師 ； 淡 川 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 対応
委員会委員 長 ） ， 「本学 の管理運営 及 び服務」 （ 講 師 ；
秦総務部長 ） ， 「本学 の予算及び会計制度」 （ 講 師 ； 太
田経理部長 ） に つ い て 熱心 な説 明 が行われま し た 。
参加 者 か ら は ． 的確 な説 明 に よ り よ く 理解で き た と い う
声 が多 く ， 有 意 義 な 説 明 会 と な り ま し た 。
A本学の現状 と 課題 について説明する時運 学長
M E  X 金沢 2 0 0 0 に 出展
本学は， 4 月 20 日 か ら22 固 ま での間開催 さ れ た 第38回機
械工業 見 本 市金沢 CM E X金沢 2000 ） に 出 展 し ま し た 。
工学部 と 民間企業 と の 共 同 研 究 の成果 と し て ． 有 機 E
L マ ト リ ク ス パネ ル （ 有 機 E L 素 子 を 短冊状 に エ ッ チ ン
グ し た 透 明 電極基盤上 に 作 製 し ， 上部電極 を 透 明 電 極 と
直交す る よ う に 形成 し た も の に 有 機 E L 素 子 （ 有 機 超
薄膜 を利用 し た面発光素子 ） ， 酸化物強誘電体 ・ 酸 化物
半導体薄膜作成技術 ， 光触媒 を 利 用 し た 環境浄化型 窓 ガ
ラ ス ． 溶湯噴射法 に よ る 複合材料の作成技術 な ど の 最 先
端 の新技術 を 実物やパ ネ ルで展示 し． 併 せ て 工学部 の教
育研究概要 を パ ネ ル で 説 明 し ま し た 。 ま た ， 地 域 共 同 研
究 セ ン タ ー が行 っ て い る 産学連携の制度 及び関係企業 を
パ ネ ル で展示 し ま し た 。
本学の ブ ー ス に は， 企業人， 高校生 な ど数多 く の 見 学
者 が 次 々 と 訪れ， 関係教官 な どの説 明 を 熱心 に 聞 き 入 っ
て い ま し た 。
企 本 学 ブ ー ス の 模 様
｜ 北信越地区国立大学図書館協議会総会 を 開催 一附属図書館－ ｜
第51回北信越地 区 国立大学図 書館協議会総会が， 4 月
27 日 . 28 日 の 2 日 間 に わ た り ， 本学 の 当 番 に よ り 開 催 さ
れ， 当該地 区 の 10大学30名 が参加 し ま し た 。
当 日 は ， 時津学長 か ら 開会 の挨拶が行われた後， 昨 年
秋 の 国立大学図 書館協議会理事会 の報告． 当該地 区 の 事
務部課長会議及び研 修 会 の報告等があ り ， 引 き 続 き 協議
に 移 り ， 附属図 書館 の抱 え る 諸課題 に つ い て ， 2 日 間 に
わ た り 有 意 義 な 意 見交換が行われ ま し た 。
主 な協議題 と し て ， ①大学事務情報化 と 電子図書館化，
＆ 挨 拶 を す る 小 谷 図 書 館 長
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②教官 当積算校費等 の 改善 に 伴 う 図 書 館 予 算 の 在 り 方 ，
③事務連絡 に お け る 電子 メ ー ノレ の 活 用 ， ④国 立大学 図 書
館協議 会 会 則 の改正， ⑤ I L L 包括規約， ⑥共通 閲 覧 証
の廃止， ⑦ フ ァ ク シ ミ リ に よ る 文献複写業務 申 し 合わせ，
③第47回 国立大学図書館協議会の総会 ・ 分科会討議 テ ー
マ ． ⑨文部大 臣 へ の要望事項 な ど が あ り ， 活発 な 議 論 が
行われ ま し た 。
⑧ ＠ ⑧ ⑮ ②  
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 問
外 国 出 張 工 学 部 教 授 佐 々 木 和 男 ア メ リ カ 合 衆 国 第 9 回 I B N  S 会議 に 出席 研究
12. 4 4 
発表 12. 4 .  1 1  
教育学部 教 授 山 西 潤 ー ア メ リ カ 合 衆 国 全米科学教育協会 カ ン フ ァ レ ン ス
12. 4 .  5 
に 出席， 発表， 資料収集 12. 4 .  13 
工 学 部 教 授 池 野 進 ア メ リ カ 合 衆 国 第 7 回 ア ル ミ ニ ウ ム 合金国際会議
12. 4 .  6 
に 出席
～ 
12. 4 .  17 
工 学 部 助 手 松 田 健 二 ア メ リ カ 合 衆 国 第 7 回 ア ル ミ ニ ウ ム 合金国際会議
12. 4 .  6 
に 出席 ～ 12. 4 .  17 
工 学 部 教 授 松 木 賢 司 ア メ リ カ 合 衆 国 第 7 回ア ル ミ ニ ウ ム 国際会議 C I 
12. 4 .  7 
C AA- 7 1 に 出席， 発表 ～ 12. 4 .  16  
工 学 部 助教授 石 原 外 美 ア メ リ カ 合 衆 国 ア ル ミ ニ ウ ム合金の疲労に関す る
12. 4 .  7 
研究資料の収集 12. 4 .  16  
工 学 部 助教授 山 口 昌 樹 ア メ リ カ 合 衆 国 I C B O 国際会議に 出席， 研究発
12.  4 .  8 
表 12. 4 .  14 
マ ンチ ェ ス タ ー 2 0 0 0 第 8 0 回 12. 4 .  12 
教育学部 教 授 諸 岡 晴 美 イ ギ ス テ キ ス タ イ ル ・ イ ンス テ ィ テ ゥ ー ～ 
ト 国際会議に 出席， 資料収集 12. 4 .  2 1  
理 学 部 教 授 清 水 正 明 大 韓 民 国 韓国資源環境地質学会 に お い て 招
12. 4 .  12  
待講演 12. 4 .  17  
12 .  4 .  25  
工 学 部 助教授 岡 田 裕 之 ア メ リ カ 合 衆 国 MR S 国際会議 に 出席 ～ 
12. 4 .  29 
海 外 研 修 人文学部 助教授 岩 井 瑞 枝 フ フ ン ス ガ リ カ ニ ス ム に 関す る 研究 ・ 資料
12. 4 .  22 
収集 ～ 12. 5 .  12  
教育学部 助教授 堀 田 朋 基 フ ィ ン ラ ン ド 張一短縮サ イ ク ル運動の疲労 の メ
12. 4 .  23 
カ ニ ズ ム に つ い て の研究 ～ 12. 5 .  1 1  
経済学部 助教授 小 野 理 恵 イ タ ア ヨ ー ロ ッ パ公共選択学 会 に 出席
12. 4 .  24  
研究発表 ～ 12. 5 .  4 
12. 4 .  29 
理 学 部 教 授 小 松 美英子 ア メ リ カ 合 衆 国 ヒ ト デの発生 に 関す る研究 ～ 
12. 5 .  8 
＠ ＠ ＠ ⑧ ＠ ＠  






る 来 学 目 的 本 学 受 入 先 期 間（ 国 籍 ）
馬 淑 搾 北京物資学院大学 日 本企業 の知識経済化戦略 経済学部助教授 12. 4 .  12 
（ 中 国 ） 専任講師 の研究
～ 
清 家 彰 敏 13. 4 .  1 1  
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＠ ＠ （！］ ⑧  
《住所 変 更》
部 局 職 氏 名
人 文 学 部
文 部 教 官
鈴 木 信 昭
（ 教 授 ）
理 学 部 文 部 教 官 張 勤
（ 講 師 ）
経 済 学 部
文 部 教 官
石 団 員 得
（ 講 師 ）
工 高寸凶ー 部 文 部 教 官 塩 津 和 章
（ 教 授 ）
文 部 教 官
山 根 岳 志，， 
（ 助 手 ）
，， 事務補佐員 吉 田 由香里
《新任者住所》
ー
部 局 職 氏 名
文部事務官
坂 田 達 夫事 務 局
（事務局長 ）
文部事務官
川 原 卯 吉総 務 部
（職員係長）
文部事務官
鈴 木 由喜男，， 
（研究協力課長）
文部事務官
川 辺 誠，， 
（研究協力係長）
文部事務官
愛 場 優 治経 理 部
（主計課長 ）
文部事務官
中一川 敏 之II （支出係主任 ）
文部事務官
高 森 満，， 
（契約第四係長）
技能補佐員
金 田 稔，， 
（ 契 約 室 ）
技能補佐員
森 田 憲 治，， 
（ 契 約 室 ）
文部事務官
羽 広 孝 司！寸4也ι- 生 部
（総務係長 ）
文部事務官
新 井 慶 子，， 
（ 総 務 係 ）
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部 局 職 氏 名
教 育 学 部
文 部 教 官
庚 安 敏 美
（ 教 論 ）
文 部 教 官
小 川 郁 子，， 
（ 教 諭 ）
文 部 教 官
福 井 洋 美II 
（ 教 諭 ）
文 部 教 官
高 畠 佳 江，， 
（ 教 論 ）
文 部 教 官
贋 田 仁 美，， 
（ 教 諭 ）
文部事務官
村 崎 美 紀，， 
（教 務 係 ）
臨時用務員
小 橋 貢，， 
（ 作 業 員 ）
経 済 学 部
文 部 教 官
坂 本 雅 士
（ 講 師 ）
文部事務官
高 山 恭 一，， 
（教 務 係 ）
理 学 部 文 部 教 官 神 阪 盛一郎
（ 教 授 ）
，， 事務補佐員 上 野 美 幸
，， 事務補佐員 藤 野 智 子
，， 事務補佐員 堀 晴 子
工 学 部
文 部 教 官
唐 政
（ 教 授 ）
文 部 教 官
山 崎 量 平，， 
（ 教 授 ）
文 部 教 官
鈴 木 正 康，， 
（ 教 授 ）
文 部 教 官
曾 湾 宜 ー，， 
（助 教 授）
文 部 技 官
川 畑 常 .，， 
（教務職員 ）
，， 文 部 技 官 喜多野 一 幸
，， 事務補佐員 寺 林 昌 代
，， 事務補佐員 伊 東 孝 枝
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部 局 職 氏 名
工 学 部 事務補佐員 高 松 衛
附 属 図 書 館
文部事務官
笹 川 郁 夫
（ 事務部長 ）
文部事務官
栗 林 裕 子，， 
（ 情報管理課）
文部事務官
端 場 純 子，， 
（情報サー ビス課）
報
4 月 に ， 名 誉教授 が お 亡 く な り に な り ま し た 。
こ こ に ご報告す る と と も に 、 謹 ん で ご冥福 を お祈 り 申 し 上 げ ま す。
頭川 徹治 氏
（名 誉教授 ）
4 月 23 日 逝去
享年85歳
第424号
－ Q也－ ⑧ 
本 部 ｜ 1 1 日 学 生 団 体 （体育 系 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 富山市芸術文化ホ ー ル ）
4 月 3 日 辞 令交 付 第 1 回教養教育企画専門委員 会
4 日 第 1 回 運 営 会 議 13 日 第 1 回教養教育 実施専 門 委 員 会
5 日 第 1 回将来計画委員 会 14 日 第 2 回将来計画委員会
第 l 回 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等対応委 17 日 第 2 回運営会議
員 会 第 3 回将来計画委員 会
6 日 平成 12年 度 新 任教員 説 明 会 第 1 回放射性 同位元素総合 実験室運営委員 会
独法化 問題検討会 第 1 回低温液化室運営委員 会
10 日 平成 12年度入学式 （ 富 山 市芸術文化 ホ ー ル ） 18 日 第 1 回事務協議会
教養教育／学生部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 富 山 19 日 第 l 回 大学教育 委 員 会
市 芸術文化 ホ ー ル ） 第 1 回教養教育運営協議会
学 生 団 体 （文化 系 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 富 第 1 回 国際交流委員 会学術交流部 会
山 市芸術文化 ホ ー ル ） 20 臼 北陸地区予算担当者連絡会 （金沢大学 ）
第 3 回教育研究基盤校費検討委員 会 職員教養研修 （放送大学受講 ） 開講式
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20～2 1 日 東海 ・ 北 陸 地 区 国立学校等 会計系部課 長 会 議 5 日 学部入学試験委員 会
（福井大 学 ） 学部教務委員 会
21 日 第 1 回部局長会議 附属小学校第 1 学期始業式
第 1 回 評議会 6 日 研究科委員 会小委員 会
第 1 回 自 己点検評価委 員 会 学部将来計画委員会
第 l 回環 日 本海地域研究 セ ン タ ー運営委員 会 附属小学校入学式
全 国就職指導 ガ イ ダ ン ス （ 東京大学 ） 附属中学校及 び附属養護学校第 1 学期始業式
21～22 日 第 3 回 大学評価セ ミ ナー （東京 ・ 都市セ ン タ ー 7 日 研究科委員会
ホ テ ル ） 教授会
産学連携 に 関す る 説 明 会 （東京 医科歯科大学 ） 人事教授会
22 日 北 陸 地 区 国立大学体育連盟運 営協議会 （福井 介護等体験オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
医科大学 ） 附属中学校及 び附属養護学校入学式
24 日 第 1 回学生生活委員 会 開属幼稚園第 1 学期始業式
第 1 回学生生活委員 会福利厚生部会 10 日 教育学研究科新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
公務員 採 用 試験説 明 会 1 1 日 開属幼稚 園入園式
25 日 第 2 回 国 際交流委員 会学術交流部会 12 日 学部新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
公務員 採 用 試験説 明 会 13 日 前学期授業開始
26 日 第 l 回 国際交流委員 会 留学生部会 19 日 学部将来計画委員 会
大学入試 セ ン タ ー 試 験 の 実施 に 関す る 協議会 新入生健康診断
（大学入試セ ン タ ー ） 20 日 附属教育実践総合 セ ン タ ー運営委員 会
27 日 東海 ・ 北 陸 地 区 国立学校等施設担 当部課 長 連 22 日 新入生研修 （二上青少年 の 家 ）
絡 会議 （文部省名 古屋工事事務所 ） 24 日 学部入学試験委員 会
28 日 名 誉教授称号記授与式 25 日 学部教務委員 会
第 1 回 国際交流委 員 会 大学院連合 教育学研究科 （博士課程 ） 設 置 構
想委員会 （愛知教育大学）
26 日 学部学生生活委員 会 ・ 就職指導委員 会 合 同 会
議
4 月 5 日 学部教務委員 会 28 日 学生定期健康診 断
1 1 日 学部学生生活 ・ 就職指導委員 会
学部 自 己点検評価委員 会
12 B 学部図書委員 会
学部情報処理委 員 会 4 月 1 1 日 研究科委員会小委員会
教授会 学部教務委員 会
学部国際交流委員 会 12 日 学部 （昼間主） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
19 日 学部入学試験委員 会 学部 （夜間主 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
20 日 学部教務委員 会 数学課外補講オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
26 日 教授会 人事教授会
27 日 学部入学試験委員 会 研 究科委員 会
28 日 学部 自 己点検評価委員 会 教授会
学 部 国際交流委員 会 学部総務委員 会
14 日 第 3 年次編入学生 （昼間主 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン
第 3 年 次編入学生 （夜間主 ） オ リ エ ン テ ー シ ョ
4 月 4 日 学部学生生活委員 会 ン
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2 1 日 学部教務 委 員 会
福光高校生徒 の学部 見学
28 日 学部入学試験委員 会
理 学








学部安全管理委員 会排水安 全 専門委員 会
1 1 日 学部 自 己点検評価 委 員 会
理工学研究科博士後期課程部会
2 1 日 学部就職 指 導 委員 会
25 日 学部教務 委 員 会
26 日 学部広報委員 会
学部安 全管理委員 会動物実験安全専 門委員 会
学部入試委員 会
理工学研究科博士後期課程部会
27 日 学部学生生 活 委員 会， 総務委員 会 及 び 交 通 指
導 員 と の 合 同 会議
学部学生 生 活委 員 会
28 日 学部施設委員 会
学部施設委員 会 ガ ラ ス 工作室運営専 門委員 会
工 学 部 1
4 月 7 日 学部教務 委 員 会








12 日 学部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
18 日 学部安全委員 会
19 日 学部就職指導委員 会
24 日 学部電子広報 委員 会






28 日 工学教育協会富 山 県支部幹事会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
4 月 20 日 平成 12年度第 l 田 富 山 大学年 史編纂委員 会
27～ 28 日 第51回北信越地区 国立大学図書館協議 会 （ 高
志 会 館 ）
地域共同研究センター
4 月 6 日 第 1 回運営委員 会
｜ 留学生センター ｜
4 月 17 日 外 国人 留学生 日 本語研 修 コ ー ス 第 2 期 開講式
｜ 水素同位体科学研究センター ｜
4 月 24 日 第 1 回専門委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
放射線業務従事者 に対す る 健康診断
25 日 教育訓練
機器分析センター
4 月 17 日 第 l 回運営委員 会






平 成 12 年 度 富 山 大 学 入 学 者 数 一 覧
（学 部 ）
学 部 学 科 （課 程｝ 入学者数
人 文 学 科 67 ( 1 
人 文 学 部 国 際 文 化 学 科 54 4l 百 語 文 化 学 科 85 2 
計 206 ( 7)  
学校教育教員養成課程 109 
教 育 学 部 生 涯 教 育 課 程 41  情 報 教 育 課 程 32 
計 182 
経 済 学 科 159 2 
昼 間 主 経 営 学 科 130 ( 8)  
コ ー ス 経営法学科 100 
計 389 10 
経 済 学 部 経 済 学 科 22 
夜 間 主 経 営 学 科 20 
コ ー ス 経営法学科 20 
計 62 
言十 451 10 
霊E 学 科 50 
物 理 学 科 41  
化 学 科 36 
理 学 部 生 物 学 科 37 
地 球 科 学 科 40 
生 物 園 環 境 科 字 科 31  
計 235 
電安 電子シス テ ム 工学科 93 1 I 
知 抱 情 報 工 学 科 83 ( 2 
工 学 部 相警視 知能 シ ス テ ム 工 学 科 9 9  ( 3 )  
物雲 生 命 シ ス テ ム 工学 科 164 I 1 1  
計 439 7 
合 計 1 513 24 
（学部第 3 年次編入 学 ）
学 部 学 科 等 入学者数
人 文 学 科 5 ( 1) 
人 文 学 部 国 際 文 化 学 科 3 言 語 文 化 学 科 2 
計 10 ( 1 )  
経 済 学 科 2 
昼 間 主 経 営 字 料 3 
コ ー ス 経営法学科
音 6 
経 済 学 部 経 済 学 科
夜 間 主 経 営 学 科 3 
コ ー ス 経営法学科
言十 5 
計 1 1  
数 学 科 。
物 理 学 科 2 
化 学 科 4 
理 学 部 生 物 学 科 4 
地 球 科 学 科 3 
生 物 圏 環 境 科 学 科
計 14 
電気電子 シ ス テ ム 工学科 6 
知 能 育 報 工 学 科 8 
工 学 部 機械知l3 シ ス テ ム 工学科 5 ( 1 ) 
物質生t町 シス テ ム 工学科 13  
計 32 ( 1) 
合 言十 67 ( 2) 
（大学院）
人文科学研究科
（ 修 士 課 程 ）
教 育 学 研 究 科
（ 修 土 課 程 ）
経 済 学 研 究 科
（ 修 土 課 程 ）
理 工 学 研 究 科
（博士前期課程 ）




制 表 中 の （ ） は， 外 国人留学生 で 内 数 。
O入学者総数 1,906名
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